
平成19年 人口動態統計の年間推計  

平成19年の年間推計の数値は、「人目動態統計速幸凱 の平成19年1月～10月分  
及び「人l」動態統計月報（概数）」♂）平成二L9年1月～7月分までを基礎資料とし  
日本における日本人について推計したも〝）である 
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厚生労働省大臣官房統計情報部  

ニゾ）貸刷上 厚′仁労働省ホームヘージに掲接しています．  
掲搬場所「統計誹惜結軋→「最近公表の統計資料「巾い9隼人口動態統計の隼問推計」  
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人 口 動態総覧，前年比較  

実  数  率  平均発生間隔  

平成19年（A）  平成18年（B）  差（Aト（B）  平成19年  平成18年  平成19年  平成18年   

分秒  分秒  

出  生   1090 000  1092 674  △ 3 000   8．6   8．7  29〝  29〝   

死  亡   1106 000  1084 450   22 000   8．8   8．6   29〝  29〝  

自然増加   △16 000   8 224  △ 24 000  △ 0．1   0．1   

死  産   29 000   30 911  △ 2 000   25．9   18′07〝   17／00〝                                    27．5   

婚  姻   714 000   730 97l  △17 000   5．7   5．8   44〝   43〝   

離  婚   255 000   257 475  △ 2 000   2．02   2．04  2′ 04〝   2′ 02〝  

柱：1）平成18年は確定値、平成19年は推計値である。  
2）平成19年（A）及び差（Aト用）は、1，000人（組）単位でまとめてある。  

3）出生・死亡・自然増加・婚姻・離婚率は人し」千対、死産率は出産（出生＋死産）丁対である。  

率算出に用いた人口は、平成19年10月1日現在推計日本人人口126，165，000人（試算値）である。  
（総務省統計局推計の同日現在総人口（概算値）から、人口動態・保健統計課で試算）   

1 出 生数 は減少   

出生数は109万人で、平成18年の109万2674人より3000人減と推計される。  

出生率（人口千対）は8．6となり、、ド成18年の8．7を下回る。  

2 死亡数は増加   
死亡数は110万6000人で、平成18年の108万4450人より2万2000人増と推計される。  

死亡率（人口千対）は8．8となり、平成18年の8．6を上回る。  

なお、3大死因の死亡数は、第1位悪性新生物33万6000人、第2位心疾患17万3000人、   

第3位脳血管疾患12万7000人と推計される。（次頁参照）  

また、死産数は2万9000胎、死産率（出産千対）は25．9と推計される。  

3 自 然増加数 は減少   
自然増加数は△1万6000人で、平成18年の8224人より2万4000人減と推計される。  

自然増加率（人口千対）は△0．1となり、平成18年の0．1を下回る。  

4 婚姻件数、離婚件数 と も に減少   

婚姻件数は71万4000組で、平成18年の73万971組より1万7000組減と推計される。  

婚姻率（人口千対）は5．7となり、平成18年の5．8を下回る。  

また、離婚件数は25万5000組で、平成18年の25万7475組より2000組減と推計され、離婚率   

（人口千対）は2．02となり、平成18年の2．04を下回る。   



人 口 動 態 総 覧 の 年 次 推 移  

ノブ人（組）  

平成19年推計値  

死亡数  
1，106，000   

日生数  
し090，000  

婚姻件数   
7トl，000  

＼山、＿≠  

離婚  

′ 一 －“→ r  

離婚件数  
255．000  

22 ・  

昭和‥隼  

30     こ10     50     60  2     12  ・19  
竹成・隼  

死 因 順 位 別 死 亡 数 の 年 次 推 移  

昭 和  
死【木】  

川和位  
死 困   

第1位  

第2位  

第㌻位   

55 隼  平成．2 fト  」2 年  18 f一三  19年  

死亡数  経 国  死亡数  妃 因  姥L数  死 因  死亡数  タヒ 因  死亡数   

∈  

年  

ノL  

注：小成18年二王では確定伸二、平成lが仁日経．汗伯である  
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表  

人口動態総覧の年次推移  

年  次  「l1隼 数  死 亡 数  Ef】然増加数  死産 数  婚姻件数  離婚件数   

19∠17  昭和22年  2 678 792  1138 2：58  15∫10 55′1   123 837   9：i4170   79 551   

19′18   23   2（う81624   950 610  17：う10＝   1／1：う 9（うこう   95：う 99（）   79 032   

1949   24   2 6釧う 638   945 ∠i∠14  175119－1   192 677   84217り   82 575   

1950   25   2 3：う7 507   90ノ1876  1′′1こう2 631   216 974   715 081   8：5（う89   

1951   26   2 t二う7 689   838 998  129日（う91   217 231   671905   バ2 331   

1952   27   2 005162   765 068  12′＝）0（）4   203 824   676 995   79 021   

1953   28   1868 0′40   772 5‘17  10‡）5 ノ19：う   19：i274   682 077   75 255   

195′1   29   1769 580   721491  10ご1H O89   187119   697 809   76 759   

1955   30   1 730 li92 69：i52こう  1037169   183 265   71′1861   75 267   

191iC7 31   1（i（う5 27と；   72∠1460   〔）′10 81トi   179 007   715 934   72 040   

1957   ニi2   1566 71：う   752 ′ト15   8ト4 26と；   176 353   773 362   71651   

1958   ：i3   1（；5こう ′i69   6針1189   969 2HO   185148   826 902   7′100▲4   

1959   34   1626 088   689 959   9：う6129   181893   8/17 135 72 455   

1960   35   1606 0／11   706 599   899 ′4∠12   179 281   866115   69 ′110   

1961   ：i6   1589 372   695 6′14   H9こう 728   179 ～弓95   890 1,58 69：う2：う   

1962   37   1618 616   710 265   90とう 351   177 36：う   928 341   71394   

1963   38   1 G5C3 521 670 770   988 751   175 ∠124   9：う7 516   69 996   

1964   ：う9   1716 761   673 067  10▲1こう 69／1   168 046   963130   72 30（う   

1965   40   182：う 697   700 ご1：i8  1123 259   161617   954 852   77195   

1966   ∠11   1360 97／1   670 3／12   690 632   148 248   940120   79／1：ミ2   

1967   ∠12   1935 6′17   675 006  1260 641   149：う89   953 096   拭う 478   

1968   ∠13   18718こぅリ   （う86 555  1185 28′1   ト13 259   956：i12   87 327   

1969   ′14   1889 815   693 787  1196 0二三8   139 211   9日・′1142   91280   

1970   ′15   19：う∫4 2：う9   712 962  1221277   135 095  1029 ∫105   95 9：ミ7   

1971   ∠：拍   2 000 973   684 521  1316 452   130 920  1091229   10：i595   

1972   L17   2 038 682   683 751  135亡1931   12515／1  1099 9日4   108：う82   

197：i   ‘18   2 09198こう   709 416  1こぅ82 567   116171  107192こi   111R77   

1974   」19   2 029 989   710 510  1319 479   109 7こう8  1000 ▲′155   ‖3 622   

1975   50   1901／1′10   702 275  1199165   1018（う2   941628   119135   

1976   51   1832 617   703 270  1129 347   101930   8715′1：う   124 512   

1977   52   1755100   690 07′1  1065 026   95 2／17   821029   129 ▲485   

1978   53   1708 6′′13   695 821  1012 822   87 ノ163   793 257   132146   

1979   5′1   1642 5日O   689 66－4   952 916   82 311   788 505   1こi5 250   

1980   55   1576 8日9   722 日Ol   H5‘4 0とぅ8   77 ∠146   774 702   ‖1689   

19と⇒1   56   1529 ∠155   720 262   809193   79 222   776 531   154 221   

1982   57   1515 392   711日R3   803 509   78107   781252   163 980   

1983   58   i50と弓 6とう7   740 038   76さう 649   71941   762 552   179150   

1984   59   1489 7日O   7∠10 2′47   749 533   72 361   739 991   178 7・46   

1985   60   l′131577   752：Z83   679 29′1   69 009   735 850   166 640   

1986   61   1382 9上16   7ij0 Ci20 632 こi26   65 67とぅ   710 962   166 054   

1987   62   13′46 65H   751172   595 ノ186   63 83′1   69617ニう   158 227   

1988   63   1こiト1006   793 0ト1   520 992   59 636   707 716   153 600   

1989  、I㍉立ノ己牛  1246 802   788 59ノ1   458 208   55 20′1   708 .?lli 157 811   

1990   2   1221585   820 305   401280   5こぅ 89こZ   7221ニ弓S   157 60と；   

1991   3   1223 2∠15   829 797   こぅ93 448   50 510   742 264   168 969   

19～）2   4   1208 989   856 6′13   352 3∠16   48 896   754 4ノ11   179191   

1993   5   1188 282   878 532   309 750   45 090   792 658   188 297   

199∠1   6   1238 328   875 93こう   362 395   ノ12 962   782 7：i8   195106   

1995   7   1 187 0611 922139   26√i925   39 403   791888   199 016   

1996   8   1206 555   896 211   310：う41   39 5こi6   795 080   206 955   

1997   9   1191665   913 402   278 263   39 ,54Ci 775 65l   222 635   

199と；   10   12031′17   936 484   266 66二i   ：う8 988   784 595   24318：う   

1999   1177 669   982 031   195 638   38 452   762 028   250 529   

2000   12   1190 547   961653   228 89／1   38 393   798138   264 246   

2001   13   1170 662   970 331   200 331   ：i7 ′167   799 999   285 911   

2002   14   1153 855   9日2 こう79   171／176   36 978   757 331   289 836   

2003   15   1123 610  1014 951   108 659   こi5 ニう30   740191   283 854   

200′1   16   1110 7：三1  1028 602   82119   34 365   720／117   270 804   

2005   1062 530  1083 796  △ 21266   31818   714 265   261917   

2006   1日   1092 67／1  108′′1450   8 224   30 911   7こiO 97l   257 475   

2007   19   1090 000  1106 000  △16 000   29 000   714 000   255 000   

は：昭和17年以前は沖縄県を含まない、－ 平成IR牛までは確定イ直、平成19年は推計仙：である‖  
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第2表  人口動態総覧（率）の年次推移  

牛  次  皇 

川17  昭和∴∵車  

1！）日   リ‘ヽ  ‘一tI   

1～）1〔）   ／1   

＝5り   25   

1リ言1   ∵11   

＝汗J   27   

＝）うニミ   ∵＼   

巨信′1   2リ   

1倶㍍   封）   

1針詭   

1（）57   †1J   

巨持出   

汗汗再   

1馴うU   ：持   

H拍l   ：iト   

1別㍑   こう7   

1リ6こう   

用6㌧1   こうリ   

1（捕5   

1リ（う（う   ＝   

川〔号   

Hけ浴   

1肌用   

1（J7し）   15   

1リ71   拍   

1リ7コ   17   

拍7こう   lパ   

川7′1   1〔）   

1！）7う   う0   

1リ7tう   う1   

1リ77   

1〔）7ゴ   5：う   

1†）7〔）   5∫1   

1（梢し）   

1ミ）バ1   5（；   

1りパ：三  

1（梢．う   5ト；   

＝井＝   う（）   

l†）Hう   （うり   

ド頼〔う   

川バ7   ←＼」   

1机り   

1桝り  十戒jこ牛   

lリリり   リ  

1f）リ1   

1‡）（）∴ヱ  

1倶）：う  1  

1〔）9■t   

1里吊  

1リ〔吊   H   

l（拍′7   

川畑1   10   

‖丼＝   

20川）   ほ   

ご0り1   

ご0し）：～   ＝   

200：‡   15   

20し）く1   

コり0さう   17   

2り（）（う   川   

200■7   19  

n u  十  ＝然増加率  ノシL 藻・i二；  婚姻率  離婚・率   

し  人  L† 「 k、J ）    川i擢「り）  （ニ ノ、【l「 打）   

ニji．〉   11．f；   1リ．7   1l．2   1こ∴り   1．t）こ三   

：うしう．言   ＝．り   21．t；   50．リ   1l．リ   り．（）リ   

二l：il）   11．（i   21．1   t吊．J   川∴う   1．し）1   

ニヱバ．1   1り．り   17．コ   ボ1．リ   H．fi   1．（）1   

巳1．）   リ．リ   Lう．l   リ2．巳   7．リ   （〕．リ7   

巳．i．1   軋リ   1 I. II り」∴う   7（j   （1．†）ニヱ   

21．う   ト．リ   1：」．（う   リニう．1   7，※   （）．ポ（i   

コり＿り   H．二三   11．リ   リ5．（う   7．（）   し）．H7   

＝上」   7．バ   1Lh   〔Jう．バ   パ．り   り．Htl   

1ト；．1   十、十十   1り．l   リ7．1   7．リ   い．8し）   

17．二   ボ∴与   ポ．ミJ   1（）1．コ   甘言   t）．7り   

川．り   7∴l   1り，5   l川〕．7   〔）．り   0．HO   

L7，1   7∴1   l（）．1   1Ⅲ）．（i   （）．1   0．7トミ   

17．コ   7．（う   リ．ぐう   ＝〕しト1   リ∴ミ   0．7∴1   
1（i．（）   7．1   リ．う   1り1．7   リ∴1   0．7▲l   

17．り   ／．÷〕   リ．5   t頼．H   り．H   0．75   

17∴う   7．り   川．こう   リ5．（う   t）．7   0．7こう   

17．7   （i．リ   1り，7   8リ．2   リ．リ   0．71   

18．†i   7．1   11．l   バ1∴1   リ．7   0．7り   

1こう．7   0．H   丁．り   リゴ．コ   リ）   （），80   

1リ．i   f；．バ   1こ）．7   7】．（i   リ．Ii   （）．バ1   

1卜1．り   （；．H   11．H   71．1   モ上5   0．H7   

1ト上告   トH   11、7   （凋．しう   リ．tl   （）．Hリ   

1ト；．H   （ミ．リ   t十十＼   tうぅ∴う   1U．0   0，〔り   

lリ，2   巨lミ   1コ．（う   （う1∴1   1什5   （）．99   

1り∴i   h．5   1∴H   コ7．H   1り．1   1．り巳   

1甘l   （i．tう   1二三．パ   5ご．ぐi   ‡J．リ   l．け1   

1H＿（i   ti．う   －∵．1   51．3   9．1   1．（）Jl   

17，1   十＼＋∵／   1り，H   言（）▼バ  H．1   1．07   

圧：i   （i∴う   1り．（〕  ＝リ【 ．1】．‘  丁十十   l．11   
15．う   〔ミ．1   〔）1  51，5  「「・） ／．】   l．11   

＝．り   （i．l   パ．バ   Ⅲ．7   （i．リ   1．15   

＝．」   （；．し）   バ∴う   17．7   （；．H   1．17   

1ニミ．（ミ   り．コ   丁∴う   捕．H   （う．7   1．ココ   

1こう．（）   （；．1   （う．リ   Ⅲ，コ   （；．（i   1∴iコ   

1コ．H   （i．り   （i．H   1リ．0   ti．（う   1∴ミリ   

1こ三．7   （；．二   什5   」i5．5   ←∴＋＋1   1．51   

l」．う   丘2   ぐi∴う   頼∴i   （i．ご   1．5り   

＝．リ   （1∴ミ   5．ti  捕．り   ぐ；．1   1∴うリ   

11∴l   （；．」  5．ご  1う∴う   1．（j   1∴う7   

＝．1   （i．2  1，リ   15∴ミ   ：）．／   1．30   

1り．H   G．5   」1∴う   ▲1：う■i   5．H   1．2tう   

川．2   （う．▲1   こ1，7   12．l   言．H   1．コ〔）   

1り．（）   （ミ．7   こう∴う   1ニヱ∴う   5．リ   1．2H   

リ．り   什7   二う．」   ニミリ7   （i．（）   1∴う7   

〔）．パ   （；．リ   ユリ  ：1Ht）   （；．l   1．▲′15   

け」）   
7．1  ）T  】．こ）  こ川 t）   （i．■1   1．52   

lり．（）   7．1  ＝1  ※L5   （i∴う   1．57   

リ．（1   7．1   エ1   ：㍑一1   （う．l   1，60   

リ．7   J．．一   ご．う   封．7   I＼＋＋＋与   1．6（；   

リ．言   7∴う   J）  〉   こう2．1   （う．2   1＿78   

リ．（う   7．5   ／＋l   二il．1   ti∴う   1，9Jl   

モJ．l   7．H   Ⅰ．（i   ＝．h   （う．1   2．00   

リ．）   ′．   1．8   ニう1．コ   6∴l   2．10   

リ∴i   」J  1．（i   二うl．り   （i．l   ∴：∵   

t）．ご  7．H  1．1   ニjl．1   fi．（〕   ご∴i（）   

H．リ   8．り   t），リ   ：う0．5   5．9   2．25   

H．H   ＼＋†   0．7   ：川り   n．l   コ．15   

パ．▲l   8．（う  △ 0．コ   ごt）．1   し）．／   ご．0日   

H．7   パ，（う   （）．1   り’「‾  】／．ニ1   5．H   2，什1   

軋り   H．パ  ′1 り．1   コ1．リ   こ〕．」   2．02   

隼齢調整死亡率’  

合計特殊  （人＝千対）  

H隼∴す  巨   女   

L封  ごこi．（i   け三∴j   

1∴10   lリ．3   15＿・l   

1∴う2   18．リ   15．し）   

こi．（；ニ   川．（う   ト1．（う   

こう∴三（う   1（i．リ   13∴l   

コ．〔J8   15．7   †∵∴†   
2．69  1ti．」1   1こ∴ぐ；   

2．4日   ト★∵   11∴う   

2∴う7  トl．バ   11．り   

？ てγ）  15．（i   11，5   

2．0▲4   l（〕．こi   11．H   

∴！t   巨Ll   10∴1   

2．0ノ1   トLl   10．2   

2．00   ‖．昌   1「）．▲1   

l．9（う   14∴う   10．0   

1．リ8   1l．6   10．0   

2．00   1ニー∴1   り∴う   
2．05   1こう．2   ！）．l   

2．14   1：う，7   9＿こう   

1．58   ∵＼丁   パ．7   

2．23   1ご．h   8．5   

2．1：‡   12．5   8．4   

2，1こう   1／十＋与   8．2   

2．1こi  12∴う   H．2   

2．1（i   1l．5   7．（i   

コ．‖   11．2   7．Ll   

2．1Li   11．コ   7．1   

2．05   10，リ   【リ ／．〕   

1．91   1り∴1   （う．リ   

1．H5   1（〕．1   （う．（i   

1．H（）   リ．6   G∴？   

1．7り   〔ナ．二1   tう．0   

1．77   リ，n   ミ）．／   

l．75   十十∵   う．H   
l．71   バ．（）   5．（；   

1．77   H．5   5．2   

1．80   パ．（う   5．2   

1．81   8．こう   5．り   

1．7〔1   軋1   1．8   

1．72   7．H   t．6   

l．（う！）   7．h   ′i∴1   

L（沌   7．7   i．5   

1．57   7∴l   1．2   

1．5∫1   7．5   1．2   

1．5こう   7．・1   1．1   

1．50   7．ノ1   1．（）   

1．」16   7．こう   l．（）   

1．50   7．1   ：う．8   

l．12   7．2   こう．8   

1．一13   （i－H   こう．6   

1∴1日   （；．7   こう．5   

1∴川   fi．fi   ニう．l   

1∴ミ・1   6．7   ：う∴1   

1∴摘   6∴ミ   ：う．コ   

1．33   ト十∵   ニー．1   

1∴ほ   （う．（〕   ニき．0   

1．29   6．n   こi．0   

1．29   5．（）   ：う，0   

1∴捕   5．9   こぅ．0   

1．3コ   1）．J   2．9   

往：l）町怖！17年1、用布ど川一緋律，とi′含E／ごい 中宣川牛tて㍑確宣湘、竹成川年吊椎JH【自：ご（主†，ノ：）  

三）合計特稚出生ヰ（昭＝粧㌫汁特稚川隼㌻）」し＝、そ（／）f卜次〔ノ）15歳′1ゝ‘∴Jlt）歳トごノ）なf’両年灘用り丹生率を合計L仁そ，のぐ、  

1人ソJな了が仮二そ直叶▲次（ノ）車齢別霊性ヰご、一半〔叫～；jこ、√′圭＿ぃとしノニさニモL／トf一ヒ≠〕たk∴粧！iすて，，  

（実際に1人サヰJ′ 骨丹精∵HJイし‡〕叛（巨1・一ホート含．汁特利〃トトでふろ〕  

り f巨齢．野阻妊L率L、人「描出江湖∴う境川聞て山旺L十王・し二較十′＝：）た∨）に、隼齢借級別死亡ネタ 定′ハ基準人Il（昭和軋咋  
モナ′し人l】1）ニう うノ圭岬）∴ヤ，て：ト机ご尉Lユ∴J二」ii一任てふろ  

′1   



第3表 人口動態総覧（率）の国際比較  

離婚率  婚姻率  死亡率   出生率  
国  名  

（人 口 千 対）   

07） 2．02  

06） 2．6  

05）1．96  

06）＊3．6  

05） 2．47  

04） 2．59  

03） 0．73  

04） 2．24  

03） 2．80  

07） 5．7  

06） 6．8  

06） 6．6  

06） ＊7．3  

06） ＊4．3  

04） 4．8  

04） ＊4．3  

04） 4．8  

03） 5．1  

本
国
 
ル
 
カ
 
ス
 
ッ
 
ア
 
ン
 
ス
 
 

’07） 8．8  

’06） 5．0  

’06） 4．3  

’06） ＊8．1  

’06） ＊8．4  

’04） 9．9  

’04） 9．4  

’04）10．1  

’04） 9．8  

07） 8．6  

06）  9．2  

06）10．1  

06）＊14．3  

06） ＊13．1  

04） 8．6  

04） 9．7  

04）11．2  

04）12．0  

日
韓
 
シ
 
ア
 
フ
 
ド
イ
 
ス
 
イ
 
 

∴
 
 
 

ポ
 
 
 

ガ
 
 
 

ン
 
 

デ
 
 リ
 
 

リ
 
 

リ
 
ン
 
 

」
 
 

イ
 
 

エ
 
 

メ
 
ラ
 
 
タ
 
 
ギ
 
 

ウ
 
 

注：1）R本の2007年は推計値である。  

2）＊印は暫定値である。  

資料：（1）韓国は、韓国統計庁資料  

（2）シンガポールは、シンガポール統計局資料  

（3）アメリカは、NCHS，NatiorlZ11VitalStatistjcs Reports  

ト1）フランスは、フランス国立統計経済研究所資料  

（5）フランスを除くヨーロッパの各国は、UN，UcmogT呵）111c Yビarbook2004  

付 表  

年齢調整死亡率の算出に用いた人口  

基準人口（昭和60年モデル人口）  

年齢階級   基準人 口   年齢階級   基準人 口   

人   人  

0 ～4歳  50～54歳     8180 000  7 616 000   

5 ～ 9   8 338 000  55／、 59   6 581000   

10／＼ノ14   8 497 000  60 へ／64   5 546 000   

15／、19   8 655 000  65／－－ 69   4 511000   

20 ′㌧ 24   8 814 000  70 ′、、一 74   3 476 000   

25／、 29   8 972 000  75／＼′ 79   2 441000   

30／、 34   9130 000  80 へノ 84   1406 000   
35／、39  9289000  784 000  

40′一＼ノ44  9400000  
45′＼ノ49  8651000   120 287 000   

【5   
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平成19年こ人［二1動態統計の年間推計について  

1 人口動態統計に／〕いて  

人口動態統計とほ、出生・死亡・婚姻・離婚及び死産ジ）5種類ゾ）「人口動態事象」を把  

握し、人口及び厚二生労働行政施策の基礎資料を得ることを目的としている。  

出生・死亡・婚姻及び離婚については「戸籍法」により、死産については「死産の届出  

に関する規程」により、市区町村長に届け出られる各種届書等から「人口動態調査票」が  

市区町村で作成される、調査票は、保健所長及び都道府県知事を経由して、厚生労働大臣  

に提出され、厚生労働省でほこれらぴ）調査票を集計して人口動態統計を作成している。  

2 本年間推計について  

対  象  

項  目  

口本における日本人  

（1）出生、死亡、婚姻、離婚及び死産   

（2）3大死因   

推計方法  「人口動態統計速報」♂）平成19年1月～10月分まで及び「人口動態   

統計月報（概数）」の平成1∈）年1月～7月分までを基礎資料として、平成   

19年の1年間を推計している 

「人口動態統計速報」の数値は、調査票の作成枚数であり、日本における   

日本人、日本における外国人、外国における日本人及び前年以前に発生した   

事象を含む車）のである 

「人口動態統計月報（概数）」の数値は、日本における日本人について集   

計した幸）のである 

Ⅶ6【   




